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　音声インタフェースが社会に広く普及し，日々の生活の

中で多くの人々に喜んで使われるためには，音声認識等

の性能改善もさることながら，さまざまな場面や状況に応

じて感情表現や強調等を含む音声を自在に生成できる

必要があると考え，人間のように多様な音声を自在に生

成することの可能な新しい音声合成の枠組み「HMM 音

声合成」を提唱してきました．従来の代表的な音声合成

方式が，音声単位を波形データとして接続することによ

り任意の文に対応する音声を生成しようとするのに対し

て，本方式では，そのパラメータ列を統計モデルの 1 つ

である隠れマルコフモデル （Hidden Markov Model : 

HMM）によりモデル化し，その統計量から音声を再合成

するものです（図 -1）．

　本方式には，a） データに基づいたシステムの自動構築

が可能，b） 言語依存性が低く，多言語への拡張が容

易，c） 統計量に基づいて音声を生成するため，携帯電

話等の限られた計算資源の中で動作可能，などの利点

があります．さらに，従来方式にはない大きな利点として，

HMM の統計量を表すモデルパラメータを適切に変換す

ることにより，さまざまな話者の声質，感情表現を伴った

音声等，多様な音声を容易に生成できるという特長があ

ります．

　研究成果はソフトウェアツールキット「HMM-based 

Speech Synthesis System （HTS）」および「hts_engine 

API」，「Open JTalk」，「SPTK」などの関連ソフトウェア

ツールとしてとりまとめ，公開してきました．ライセンスは，オ

ープンソースソフトウェアの標準的なものの 1 つである修

正 BSDを採用しました．コピーライト表示をすれば，改

変，再配布，商用利用等が可能な比較的自由度の高い

ライセンス形態です．延べダウンロード数は 30,000 件を超

えており，音声合成研究の基盤ソフトフェアのデファクトの 

1 つの地位を確立していると思われます．本方式は，カー

ナビゲーション，携帯電話・スマートフォン等で広く用いら

れるようになってきていますが，これらのオープンソースソフ

トウェアによる波及効果も大きかったものと考えています．

　最後になりましたが，栄誉ある賞をいただいたことを光

栄に思うとともに関係者の皆様に感謝いたします．なお，

本技術および関連ソフトウェアは，さまざまな研究機関の

研究者の方々の協力により，発展してきたものです．関

係各位に感謝申し上げます．　　　（2013 年 5月21日受付）
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図 -1　隠れマルコフモデル（Hidden Markov Model : HMM） を
用いた新しい音声合成方式「HMM 音声合成」


